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＊ 日本国憲法 

＊ 教育基本法、学校教育法 

＊ 学習指導要領、他教育関係諸法規 

＊ 都、八丈町教育委員会の教育目標 

学 校 の 教 育 目 標 

   １．進んで学習する人 

   ２．礼儀を大切にする人 

   ３．心身共に健康な人 

＊ 生徒の実態 

＊ 現代社会の要請 

＊ 教職員の願い 

＊ 保護者、地域の願い 

「総合的な学習の時間」のねらい 

   ① 自ら課題を発見する。 

   ② 自ら学び、自ら考える。 

   ③ 調べ方や表現する方法を身に付ける。 

   ④ 主体的、協働的に取り組む。 

   ⑤ 多面的、総合的に考える。 

   ⑥ 自己の生き方について考える。 

＊ 中央教育審議会答申 

  「生きる力」をはぐくむ 

＊ 教育課程審議会答申 

   特色ある教育「生きる力」 

目指す生徒像 

＊ 自ら学び考える姿勢を身に付けた生徒 

＊ 心を育みながら健康作りに励む生徒 

＊ 挨拶や礼儀作法など社会生活の基本を

身に付けた生徒 

指 導 の 重 点 目 標 

① 身近な「もの」や「こと」を具体的、実感的に捉え、自

分の興味・関心に基づいて追求することにより、課題設

定、課題追求、課題解決能力を育成する。 

② 様々な情報源にアプローチし、資料を収集・分析し、意

味や相互関連性を追求し、理論的に判断し、自分なりの意

見を持てる力を育成する。 

③ 研究成果のまとめや表現等の効果的なプレゼンテーショ

ンを工夫させ、表現力を育成する。 

④ 研究成果を学び合い、他者の意見の多様性を基に自らの

課題との関連性を考え、新たな認識と探求につなげる能力

を育成する。 

⑤ 社会的な責任を踏まえた意見や考えをもち、自己を問い

直し、前向きに社会と関わっていこうとする能力や意欲を

育成する。また、地域の特色を理解し、地域と共に生きる

生徒を育成する。 

⑥ 具体的な体験や事物と関わる中で、様々なことを考え、

それを深め学ぶ力を育成する。特に、社会体験や生産活動

等の体験的な学習に積極的に取り組む力を育成する。 

各教科の指導の重点 

（基礎的・基本的な知識、理解、技能、体

力の向上を図るため） 

 

・学習に対する興味や関心、意欲を高

めるため、体験的な活動やティー

ム・ティーチング、グループ別指

導、インターネットの活用等、多様

な指導形態を取り入れる。  

(②④) 

・自らすすんで学ぶ意欲や態度を育成

するために、体験的な学習を積極的

に取り入れるとともに、感動と成就

感を体得できるように指導の工夫・

改善を図る。(①⑥) 

・生徒の学習状況を客観的に評価する

ために、評価基準、評価方法等を明

確にする。(②③） 

道徳の指導の重点 

・心情、判断力、実践意欲と態度

などの道徳性を養う。(①②） 

・道徳的価値及び人間としての生

き方についての自覚を深め、道

徳的実践力を育成する。(⑤⑥) 

特別活動の指導の重点 

・集団活動を通して、集団や社会

の一員として自主的、協働的な

態度を育てる。(④⑤) 

・人間としての生き方についての

自覚を深め、自己を生かす能力

を養う。(⑥) 

共通総合 

○進路学習 

地域の人材活用、ゲストティーチャーとして職業講話を実施し

たり、地域の人と接することを通し、地域の中で生きることを学

ぶ。(⑤⑥)  

○国際理解学習 

外国人との交流などを通し、世界に目を向け、外国の文化、習

慣等の違いを直接肌で感じ、広い視野で物事を見、考えられるよ

うな生徒を育てる学習を行う。(④⑤)  

○安全指導 

薬物乱用防止教室、セーフティ教室を通して、安全に生活でき

る基本的なことについて学ぶ。 (⑤⑥) 

○学習発表会 

総合的な学習の時間に学んだことから興味を広げ、自ら課題を

設定し、資料を収集し、追求をして、表現の方法を考えて発表を

行う。（②③④） 

〇郷土学習 

  郷土料理、郷土の伝統である八丈太鼓や八丈言葉を学び郷土愛

を育む。（④⑤⑥） 

学年別総合 

○福祉学習 

    高齢者福祉施設、障害者通所授産施設等の交流を通し、体験的

なボランティア教育を実施する。 (⑤⑥) 

○進路学習 

自分について知り、職業調べ、職場体験、上級学校調べ、上級

学校訪問を通して、自分の夢の実現のためにどのようにしたらよ

いかを学ぶ。また郷土の課題や改善策を考えまとめ、発表する。 

(②⑤⑥) 

○環境学習 

大中農園を活用した生産活動や自然体験活動を通し、体験的に

環境問題を捉え、自らの生き方を発展的に考える力を育てる。(①

②⑥) 

○健康学習 

自ら健康な生活を送るための意欲を持たせるとともに、健康問

題、食料問題等の課題を通し、前向きに社会と関わっていこうと

する能力を育てる。(①⑤⑥)  

○文化的学習 

学年行事や修学旅行等を利用し、事前の調べ学習、当日の体験

学習、事後のまとめと発表学習で、課題設定、課題追求、課題解

決能力を育てる。また、島の特色を生かした技術的・芸術的な分

野で、課題を設定し、追求し、解決する能力を育成する。(①②③

④) 

学校や教師の役割       

＊ 学校や地域の実態把握      

＊ 共通理解を図り、全教職員であたる 

＊ 生徒一人一人に応じた支援  

＊ 校内の学習環境の整備      

＊ 情報の集約と整備          

＊ 教科、領域との関連を図る  

＊ 安全への配慮  

学校外の支援システム    

＊ 保護者への理解と協力体制  

＊ 地域の人材の活用         

＊ 島の伝統文化の活用             

＊ 図書館、福祉施設など  

＊ 公共施設の活用          

＊ 自然環境の活用   


